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英国金融政策（2023年9月）
14会合連続の利上げ後、遂に政策金利を据え置き

1/1

2023年9月22日

2021年12月からの利上げ局面は終了か

BOE（イングランド銀行）は9月20日（現地、以下同様）に終了した金融政策委員会で、政策金利を

5.25％に据え置くことを決定し、21日に発表しました。2021年12月の利上げ開始以降、前回まで14会合

連続で利上げを実施していましたが、今回は総裁を含む5名が据え置きを、他の4名が0.25%ポイントの利

上げを主張した結果、僅差ながら据え置きに至りました。

利上げを見送った最大の理由は最近の経済指標の弱さで、取り分け、20日に発表された8月消費者物価

指数の下振れです。食品・エネルギー等を除くコアでも前年同月比6.2%と、5月の7.1%をピークに、6、

7月の6.9%を経て、鈍化基調が明らかになってきました。週平均賃金は高い伸びが続いていますが、他の

労働関連指標の弱さをBOEは重視しています。

声明文における、①これまでの利上げの結果、現在の金融政策姿勢は引き締め的、②政策金利は十分に

長い間、十分に引き締め的である必要、③より持続的なインフレ圧力が明らかになれば追加利上げが必要、

などの記述は前回同様で、利上げ打ち止めの示唆はありません。しかし、利上げの累積的な効果がこれか

ら本格的に発現し、インフレ率は2%の目標値へ向けて鈍化していくと見込まれることから、結果的に今

回の利上げ局面は終了した可能性が高いと思われます。長期金利は8月下旬以降低下基調、英ポンドは対

米ドルで7月半ば以降、対円で8月下旬以降下落基調にありますが、何れもトレンドが継続しそうです。

（出所）ブルームバーグ

※政策金利は発表日ベース

英国の金利と為替英国の消費者物価指数と週平均賃金

（出所）リフィニティブ

※コアは食品・エネルギー・アルコール・タバコを除く系列
※週平均賃金は3カ月移動平均で2023年7月まで

（前年同月比、％） （％） （米ドル／ポンド）（2010年1月～2023年8月） （2020年初～2023年9月21日）
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